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日本版ＳＯＸ法について 
 

２００８年、通称｢日本版ＳＯＸ法｣が施行されます。日本版ＳＯＸ法という名称は

聴いたことはあるが実際その内容はというとよくわかっていません。今年からその準

備をしなければ対応できないとも言われていますが、実際周りではどこまで対応して

いるのか、何をすればよいのかについてはあまりわかっていないのかもしれません。

情報システムとして何を今しなければならないのかを中心に解説できればと考えてい

ます。ただし、よくわかっていないため内容が不適切、不十分なところがあるかもし

れません。その点はご容赦ください。 

まず、日本版ＳＯＸ法がなぜ制定されたかということですが、相次ぐ会計不祥事や

コンプライアンスの欠如などを防止するためのものです。会計不祥事とは、企業の会

計処理に関する不正操作、虚偽の申告などのことで、粉飾決済などは大問題になって

います。一方コンプライアンスとは法令遵守とされ、企業が経営・活動を行ううえで

法令化各種規制などのルール、さらには社会的規範などを守ることを言います。国民

が法律を遵守することと区別するために企業活動の場合をビジネスコンプライアンス

ということもあります。これまでは法令、法律に対する法律用語であったものが、ア

メリカでの度重なる独禁法違反、インサイダー取引などが問題になるにしたがって、

社会通念や倫理、道徳を含むものと考えられてきています。まず日本版ＳＯＸ法です

が、もちろん日本版というだけに元となる法律があります。それがアメリカのサーベ

ンス・オクスリー法（ＳＯＸ法）です。この法律はエンロン事件（エネルギー総合企

業のエンロンが起こした粉飾決済、インサイダー取引して倒産した事件）とワールド

コム事件（長距離電話会社であったワールドコムが粉飾決済を起こして倒産寸前まで

いった事件）など不正会計による事件が頻発したために制定された法律で、2002年7月

に制定されたものです。正式には「上場企業会計改革及び投資家保護法」といい、法

案を提出したポール・サーベンス上院議員とマイケル・Ｇ・オクスリー下院議員の名

にちなんでサーベンス・オクスリー法と呼ばれサーベンス（Ｓａｒｂａｎｅｓ）とオ

クスリー（Ｏｘｌｅｙ）からＳＯＸ法と一般的に呼ばれています。この法律は、上場

企業会計監視審議会の設置、監査人の独立性、財務ディスクロージャー（経営成績・

財政状態・業務状況などの企業内容の開示）の拡張、内部統制の義務化、経営者によ

る不正行為に対する罰則強化、証券アナリストなどに対する規制、内部告発者の保護

などが規定されています。 

このＳＯＸ法に倣って日本でも制定されたのが日本版ＳＯＸ法である抜本改正され

た「金融商品取引法」です。その経緯としては、 

・2003年4月  改正商法施行(委員会等設置会社の内部統制システム構築が義務化) 

・2004年4月  「公認会計士・監査審議会」が発足 

・2005年6月  会社法成立（大会社の内部統制システムの基本方針策定が義務化） 

・2006年5月  会社法施行 

・2006年6月  証券取引法等の一部を改正する法律、証券取引法などの一部を改正 

する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律が成立 

などがあります。証券取引法等の一部を改正する法律、証券取引法などの一部を改

正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律の２つをまとめて金融商品取

引法と一般にいいます。 

ここで出てくる内部統制などはどういう内容でしょうか。（次回へ続く） 



（今週の情報誌から） 

○日経パソコン  １月８日号 

特集 音の達人への道 

→押入れの奥に懐かしい時代のレコードやカセットテープはありません

か。パソコンに取り込んでパソコンで聞いたりｉＰｏｄで外で聞いたり

ＣＤを作ってみたいとは思いませんか。でも実際にどうすればいいか。

レコードやカセットテープから取り込んでもきれいに取り込みたいし。

ノイズの抑え方やミキシングの仕方など、懇切丁寧に特集。 

特集 今年こそＲＡＩＤ 

→大容量、安心、簡単なＲＡＩＤドライブが導入しやすくなった。容量で

も３００Ｇぐらいから数Ｔまで。１Ｔでも１０万しないものもある。万

が一のディスククラッシュに備え今年こそ導入しては。 

解説 Ｖｉｓｔａがもたらす文字コード問題 

→新しいＯＳであるＶｉｓｔａ（これからはＷｉｎｄｏｗｓも書かなくな

るのか）ではフォント環境が一新される。これまでは書籍などで一般に

使われているフォントとパソコン上で表示されるフォントに違いがあっ

た。これは常用漢字表以外の漢字（表外漢字）で、例えば鯖江市の鯖が

これに当たる。２００２年に国語審議会が表外漢字の印刷用の字体（表

外漢字字体表）を答申したことと、ＪＩＳが２００４年に印刷標準字体

を採用したことによる。そのためにこれまで表示できず外字登録で対処

してきたものが正しい字体で表示できるようになったが、一方Ｖｉｓｔ

ａで作った文章をＸＰで表示させようとすると文字化けするものも存在

する。マイクロソフトは対処としてＸＰ用にＪＩＳ２００４互換フォン

トを提供する予定になっているが、しばらくは混乱するかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 


